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う憶測を生みだした｡実際 PJanck定数 下 が有限である可ぎり､相空間の容量は 1/h
I (f= 自由度 ) 程度であり､ topoJogicalentropyをhとするとehtゴ 1/h,よ
り長い周期 t の古典周期解は量子系ではもはや存在 (表現)できないと予想される (































り JeveI数 NL として CPUti舶 =NL,,/ (時間刻み).FACOHyp-400 換井で評
価するとtf-3で100日､f-4で100年 (I)...｡ なにか､もっと恐いCP







しかし幸いなことにこれらの欠点は 附de暮 をうまく設計することによっって practicaI
に克服することができる (1)に対しては､自由度が1多い autOn十OUS系に埋め込むこ
とによって､(2)にたいしては真の grOundstateではないが opticafな groundslat
eを導入することによって､(3)にたいしては､他の自由度を Iinearosc‖Iatorsで模
擬することによって｡授業された nodeIは､1個の integrableanhar*onicosciIfato




出現を封じるため｡)が (N十 1)個の IjnearoscHlators'L●.●L.I(1≦ a
≦ N)と coupJeした系である｡AとLの結合 (結合定数K)によって､Kが大きくなる
とresonanceoverlappingの結果 chaos が発生する｡Aのみが opticalactiveで op
ticalfieJdと coupJeする｡A十 Lは､hostsystenと呼ばれる｡ 他の hOdes L.
は ~お手伝いさんnode(he一permodes)-と呼ばれ､Aと弱い結合定数Cで coupfeして
いる｡この nOdeI を用いるとわずか20分程度の CPuti巾eで十分に満足のゆく吸収 s
pectru冊が計算できる (最近1分程度で計井できる podefが開発された)｡
この mOdeIは多原子分子の振動連動を比較的よ<模写するように設計できるので､まず





(1)A十Hは孤立 helperかOdesなし一一一一一--spectru雷 は purepointset.
吸収の時間変化は再帰的｡定常散逸発生せず.これは､A十Hが古典力学の意味でカオス
か否かをとはない｡
(2)A十Hは古典のいみで integrable, heJpermodes,と coupleしかし､カオスを
ひきおこすほどはeは大きくない｡-～-I--SPeCtrun は purepointset｡ しかし





























この事は､接触によって､ he一permode の全レベルが混合性を維持するように hostsy




しない (SPeCtrumの計箕不可能性 )性質を持つことを示唆している (もっか研究中)｡
定常な散逸が発生する時､コヒーレントな苦の波動関数が腐食しポロポロと砂粒のように
崩頓する現象が起きているらしい｡この現象は､ spectrumの 計算不可能性､ adiabat
icjnvariant の消滅､少数自由度量子系での entrOPy の発生等等､従来の量子力学で
は考えられなかった種類の問題一量子力学と熱力学のはざまにからむ同居を提出している
ように見える.この現象の ~中身 ~の解明は今後の研究の展開に持たねばならない｡
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